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桜
、
つ
つ
じ
、
藤
、
新
緑
、
四
季
の
彩
の
中

で
一
番
華
や
か
な
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
一
年

か
け
て
待
ち
わ
び
、
あ
っ
と
い
う
間
に
散
っ
て

し
ま
う
儚
さ
に
人
は
心
惹
か
れ
ま
す
。
日
本
人

な
ら
で
は
の
繊
細
な
美
的
感
覚
か
と
自
負
し
て

い
た
の
は
思
い
違
い
で
、
外
国
の
人
た
ち
に
も

し
っ
か
り
通
じ
る
美
し
さ
で
し
た
。

　

観
光
立
国
を
実
現
す
る
た
め
の
様
々
な
取
り

組
み
の
成
果
で
、
こ
こ
数
年
本
当
に
大
勢
の
外

国
の
お
客
様
が
日
本
に
訪
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
有
名
な
観
光
地
は
も
と
よ
り
、
も
っ
と

奥
深
く
ま
で
足
を
伸
ば
し
て
い
ま
す
。
日
本
人

が
そ
の
良
さ
を
忘
れ
て
し
ま
い
が
ち
な
文
化

や
、
伝
統
、
技
、
地
域
に
光
を
当
て
て
く
れ
る

の
も
嬉
し
い
限
り
で
す
。
国
の
成
長
戦
略
の
柱

で
も
あ
る
地
域
の
再
生
も
、
本
来
は
日
本
人
自

ら
実
現
・
取
り
組
む
べ
き
で
す
が
、海
外
の
人
々

に
そ
の
後
押
し
を
し
て
も
ら
わ
な
い
と
間
に
合

わ
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

一
方
花
見
を
楽
し
み
に
し
て
い
た
私
に
と
っ

て
、お
も
わ
ぬ
困
難
が
待
ち
受
け
て
い
ま
し
た
。

な
ぜ
な
ら
海
外
で
も
有
名
な
桜
の
季
節
に
合
わ

せ
て
、実
際
に
日
本
に
訪
れ
る
外
国
人
が
増
え
、

た
だ
で
さ
え
混
み
合
う
そ
の
時
期
の
宿
泊
施
設

は
全
く
と
れ
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
ホ
テ
ル
や
旅
館

の
料
金
が
高
く
な
っ
た
こ
と
。
質
の
高
い
宿
泊

施
設
は
納
得
で
き
ま
す
が
、（
ど
こ
と
は
い
い

ま
せ
ん
が
）
簡
易
な
ホ
テ
ル
ま
で
も
が
驚
く
ほ

ど
の
料
金
設
定
に
し
て
い
ま
す
。
実
際
に
泊

ま
っ
た
外
国
の
お
客
様
は
さ
ぞ
驚
き
、
が
っ
か

り
さ
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

観
光
客
が
激
減
し
た
時
期
、
魅
力
づ
く
り
や

質
の
向
上
に
取
り
組
ま
な
く
て
は
お
客
様
が
来

な
い
と
努
力
し
て
き
た
こ
と
が
着
実
に
成
果
を

あ
げ
た
一
方
、
努
力
を
し
な
い
ま
ま
外
国
の
お

客
様
が
増
え
た
か
ら
と
、
ち
ゃ
っ
か
り
胡
坐
を

か
い
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
経
営
姿
勢

は
少
な
く
と
も
日
本
人
に
は
す
ぐ
に
わ
か
り
ま

す
。
観
光
は
、
治
安
・
病
気
・
災
害
な
ど
の
影

響
で
大
き
く
訪
日
す
る
数
が
変
わ
る
微
妙
な
も

の
で
す
。
離
れ
て
し
ま
っ
た
お
客
様
を
取
り
戻

す
の
は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

機
に
乗
じ
て
儲
け
る
の
で
は
な
く
、
多
く
の

外
国
の
お
客
様
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
の
機
会
に

投
資
を
し
て
磨
き
を
か
け
、
新
し
い
魅
力
を
作

る
努
力
を
重
ね
て
い
っ
て
、
一
番
近
い
日
本
人

の
応
援
団
と
日
本
を
訪
れ
る
海
外
の
フ
ァ
ン
を

増
や
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。
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５
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政 策

1
．
法
案
作
成
ま
で
の
経
緯

今
回
の
法
案
は
、
平
成
26
年
か
ら
導
入

さ
れ
た
提
案
募
集
方
式
を
踏
ま
え
た
議
論

を
経
て
作
成
さ
れ
た
。提
案
募
集
方
式
は
、

従
来
の
委
員
会
勧
告
方
式
に
替
え
て
実
施

さ
れ
た
も
の
で
、
平
成
26
年
5
月
か
ら
7

月
ま
で
の
間
に
実
施
し
た
結
果
で
は
、
1

2
6
の
提
案
団
体
か
ら
、
9
5
3
件
の
提

案
が
あ
っ
た
。

地
方
か
ら
の
提
案
状
況
で
は
、
権
限
移

譲
を
求
め
る
も
の
が
全
体
の
約
4
割
（
3

6
6
件
）
で
、
地
方
に
対
す
る
規
制
緩
和

を
求
め
る
も
の
が
約
6
割
（
5
2
5
件
）

と
な
っ
た
。

分
野
別
に
見
る
と
、「
医
療
・
福
祉
」

が
最
も
多
い
2
0
2
件
と
な
り
、以
下「
農

地
・
農
業
」
の
1
4
7
件
、「
産
業
振
興
」

の
1
0
9
件
、農
地
を
除
く
「
土
地
利
用
」

の
95
件
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。

提
案
が
あ
っ
た
内
容
に
つ
い
て
は
、
関

係
府
省
と
の
調
整
や
地
方
分
権
改
革
有
識

者
会
議
及
び
提
案
募
集
検
討
専
門
部
会
、

農
地
・
農
村
部
会
に
お
け
る
調
査
審
議
の

後
、
平
成
27
年
1
月
30
日
の
「
平
成
26
年

の
地
方
か
ら
の
提
案
等
に
関
す
る
対
応
方

針
」の
閣
議
決
定
を
経
て
法
案
化
さ
れ
た
。

2
．
主
な
改
正
内
容

今
回
の
改
正
法
律
は
19
本
（
麻
薬
及
び

向
精
神
薬
取
締
法
は
、
事
務
・
権
限
移
譲

等
と
義
務
付
け
・
枠
付
け
の
見
直
し
等
に

重
複
）。
そ
の
概
要
は
次
の
通
り
。

⑴ 

地
方
公
共
団
体
へ
の
事
務
・
権
限
の
移

譲
等
（
12
法
律
）

【
国
か
ら
地
方
公
共
団
体
】

○
麻
薬
及
び
向
精
神
薬
取
締
法

・ 

麻
薬
小
売
業
者
間
の
麻
薬
の
譲
渡
に

係
る
許
可
を
都
道
府
県
に
移
譲

○ 

農
地
法
、
農
業
振
興
地
域
の
整
備
に

関
す
る
法
律

・（
内
容
は
次
項
目
参
照
）

○
中
小
企
業
新
事
業
活
動
促
進
法

・ 

特
定
新
規
中
小
企
業
者
に
投
資
が
行

わ
れ
た
こ
と
の
確
認
を
都
道
府
県
に

移
譲

○ 
中
小
企
業
経
営
承
継
円
滑
化
法
、
租

税
特
別
措
置
法

・ 

事
業
承
継
の
支
援
措
置
に
係
る
認
定

等
を
都
道
府
県
に
移
譲

○ 

特
定
特
殊
自
動
車
排
出
ガ
ス
規
制
法

・ 

使
用
者
に
対
す
る
技
術
基
準
適
合
命

令
等
を
都
道
府
県
に
移
譲

【
都
道
府
県
か
ら
指
定
都
市
等
】

○
学
校
教
育
法

・ 

指
定
都
市
立
特
別
支
援
学
校
の
設
置

等
認
可
を
指
定
都
市
に
移
譲

○
毒
物
及
び
劇
物
取
締
法

・ 

特
定
毒
物
研
究
者
の
許
可
等
を
指
定

都
市
に
移
譲

○
医
薬
品
医
療
機
器
法

・ 

高
度
管
理
医
療
機
器
等
営
業
所
管
理

者
の
兼
務
許
可
を
保
健
所
設
置
市
・

特
別
区
に
移
譲

○
火
薬
類
取
締
法

・ 

火
薬
類
の
製
造
許
可
等
を
指
定
都
市

に
移
譲

○
高
圧
ガ
ス
保
安
法

・ 

高
圧
ガ
ス
の
製
造
許
可
等
を
指
定
都

市
に
移
譲

⑵ 

義
務
付
け
・
枠
付
け
の
見
直
し
等
（
８

法
律
）

○
精
神
保
健
福
祉
法

・ 

精
神
医
療
審
査
会
委
員
の
任
期
を
、

3
年
を
上
限
に
条
例
で
規
定
可
能
に

○
麻
薬
及
び
向
精
神
薬
取
締
法

・ 

麻
薬
取
扱
者
免
許
の
有
効
期
間
を
最

長
2
年
か
ら
3
年
に
延
長

○
認
定
こ
ど
も
園
法

・ 

保
育
所
型
認
定
こ
ど
も
園
に
係
る
認

定
の
有
効
期
間
の
廃
止

　

政
府
は
、
3
月
20
日
「
地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性
を
高
め
る
た
め
の
改

革
の
推
進
を
図
る
た
め
の
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
案
（
第
5
次
地
方
分

権
一
括
法
案
）」
を
閣
議
決
定
し
、
同
日
国
会
に
提
出
し
た
。
法
案
の
中
身

は
、
国
か
ら
地
方
公
共
団
体
へ
の
事
務
・
権
限
の
移
譲
と
義
務
付
け
・
枠
付

け
の
見
直
し
等
を
内
容
と
し
て
い
る
が
、
注
目
す
べ
き
事
項
は
、
農
地
転
用

許
可
権
限
等
の
移
譲
。
農
地
を
確
保
し
つ
つ
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
主
体

的
な
土
地
利
用
を
行
う
観
点
か
ら
都
道
府
県
に
移
譲
す
る
と
し
た
（
4
ha
超

は
国
協
議
）。
さ
ら
に
、
今
後
、
協
議
を
経
て
定
め
ら
れ
る
「
指
定
市
町
村
」

の
指
定
を
受
け
れ
ば
、
市
町
村
に
ま
で
権
限
が
移
譲
さ
れ
る
。
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第
５
次
地
方
分
権
一
括
法
を
閣
議
決
定

〜
農
地
転
用
許
可
権
限
を
地
方
に
移
譲
〜
政
策
解
説
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政 策

○
特
定
農
山
村
法

・ 

基
盤
整
備
計
画
に
係
る
知
事
同
意
協

議
（
一
部
）
の
協
議
へ
の
見
直
し

○
採
石
法
、
砂
利
採
取
法

・ 
事
業
者
の
登
録
拒
否
等
の
要
件
等
に

暴
力
団
員
等
を
追
加

○
建
築
基
準
法

・ 

市
町
村
の
建
築
主
事
の
設
置
に
係
る

知
事
同
意
協
議
の
協
議
へ
の
見
直
し

・ 

建
築
審
査
会
委
員
の
任
期
の
条
例
委

任
○
都
市
計
画
法

・ 

区
域
区
分
に
関
す
る
都
市
計
画
決
定

に
係
る
農
林
水
産
大
臣
協
議
の
対
象

範
囲
の
見
直
し　

3
． 

農
地
転
用
許
可
に
係
る
権
限
の

移
譲
等

今
回
の
分
権
一
括
法
案
の
中
で
、
町
村

に
関
わ
る
重
要
な
も
の
と
し
て
、
農
地
転

用
許
可
権
限
等
の
移
譲
が
挙
げ
ら
れ
る
。

改
革
の
柱
は
、
①
農
地
の
総
量
確
保
の
た

め
の
仕
組
み
の
充
実
（
農
業
振
興
地
域
の

整
備
に
関
す
る
法
律（
農
振
法
）関
連
）と
、

②
農
地
転
用
許
可
の
権
限
移
譲
等
（
農
地

法
関
連
）
の
2
つ
。

⑴ 

農
地
の
総
量
確
保
の
た
め
の
仕
組
み
の

充
実
に
つ
い
て（
農
振
法
関
連
）【
図
１
】

農
地
（
農
用
地
区
域
内
農
地
）
の
総
量

確
保
に
つ
い
て
は
、
農
振
法
に
お
い
て
以

下
の
改
正
内
容
が
盛
り
込
ま
れ
た
。

① 

農
林
水
産
大
臣
が
定
め
る
「
農
用
地

等
の
確
保
等
に
関
す
る
基
本
指
針
」

の
作
成
に
お
け
る
都
道
府
県
知
事
か

ら
の
意
見
聴
取
に
つ
い
て
、
現
行
の

都
道
府
県
の
目
標
面
積
の
設
定
基
準

案
（
第
3
条
の
2
第
2
項
第
2
号
）

に
加
え
、
国
の
目
標
面
積
案
（
第
3

条
の
2
第
2
項
第
1
号
）
に
つ
い
て

も
、
そ
の
対
象
と
す
る
（
改
正
案
第

3
条
の
2
第
3
項
）。

② 

都
道
府
県
知
事
が
国
に
意
見
を
述
べ

よ
う
と
す
る
際
に
は
、「
あ
ら
か
じ

め
、
関
係
市
町
村
の
意
見
を
聴
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
さ
れ
た
（
改

正
案
同
条
第
4
項
・
新
設
）。

こ
れ
ま
で
、
農
地
の
総
量
確
保
に
つ
い

て
市
町
村
が
関
与
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た

が
、
今
後
は
、「
国
と
地
方
が
政
策
目
標

を
共
有
し
、
相
互
に
協
力
し
て
実
効
性
の

あ
る
目
標
管
理
の
仕
組
み
を
構
築
す
る
」

と
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
地
域
に
お
け

る
農
地
の
実
情
を
反
映
す
る
よ
う
市
町
村

の
意
見
聴
取
手
続
き
が
盛
り
込
ま
れ
た
。

こ
の
ほ
か
、
今
回
の
改
正
に
係
る
法
律

事
項
で
は
な
い
が
、「
対
応
方
針
」（
平
成

27
年
1
月
30
日
閣
議
決
定
）に
お
い
て
は
、

次
の
内
容
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

① 

国
と
地
方
の
十
分
な
議
論
を
確
保
す

る
た
め
、
都
道
府
県
知
事
、
市
長
及

び
町
村
長
の
代
表
者
と
協
議
す
る
場

（
協
議
の
場
）

を
設
け
る
こ
と
。

② 

農
林
水
産
大
臣

が
提
示
し
た
国

の
目
標
面
積
案

及
び
都
道
府
県

の
設
定
基
準
案

に
つ
い
て
、
地

方
と
の
間
に
意

見
の
相
違
が
あ

る
場
合
、
国
と

地
方
が
十
分
な

議
論
を
行
っ
た

上
で
、
農
林
水

産
大
臣
は
、
国

の
目
標
面
積
及

び
都
道
府
県
の
目
標
面
積
設
定
基
準

を
定
め
る
こ
と
。

③ 

①
及
び
②
と
並
行
し
て
、「
農
地
制

度
の
あ
り
方
に
つ
い
て
」（
平
成
26

年
8
月
5
日
地
方
六
団
体
）
に
お
い

て
提
案
さ
れ
て
い
る
「
農
地
の
総
量

管
理
」
の
仕
組
み
の
実
効
性
を
検
証

し
、
制
度
設
計
の
議
論
に
反
映
す
る

こ
と
。

⑵ 

農
地
転
用
許
可
権
限
の
移
譲
に
つ
い
て

（
農
地
法
４
条
及
び
５
条
関
連
）【
図
２
】

農
地
転
用
許
可
に
係
る
事
務
・
権
限
に

つ
い
て
は
、
農
地
を
確
保
し
つ
つ
、
地
域

の
実
情
に
応
じ
た
主
体
的
な
土
地
利
用
を

行
う
観
点
か
ら
地
方
に
移
譲
等
を
行
う
と

し
て
い
る
。そ
の
改
正
内
容
は
次
の
通
り
。

① 

2
ha
超
〜
4
ha
以
下
の
農
地
転
用
に

係
る
農
林
水
産
大
臣
と
の
協
議
（
農

地
法
附
則
2
項
）
を
廃
止
す
る
。

② 

4
ha
超
の
農
地
転
用
に
係
る
事
務
・

権
限
に
つ
い
て
は
、
国
と
の
協
議
を

付
し
た
上
で
都
道
府
県
（
③
の
指
定

市
町
村
に
あ
っ
て
は
当
該
し
て
市
町

村
）に
移
譲
す
る
。〔
法
定
受
託
事
務
〕

③ 

農
地
等
の
農
業
上
の
効
率
的
か
つ
総

合
的
な
利
用
の
確
保
に
関
す
る
施
策

の
実
施
状
況
を
考
慮
し
て
農
林
水
産

大
臣
が
指
定
す
る
市
町
村
（
指
定
市

町
村
）
に
都
道
府
県
と
同
様
の
権
限

を
移
譲
す
る
。

第2916号3　平成27年 4 月13日

■図１　農地の総量確保のための仕組みの充実について（農振法関連）
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こ
の
ほ
か
、「
対
応
方
針
」に
お
い
て
は
、

今
回
の
法
案
で
新
た
に
規
定
さ
れ
た
指
定

市
町
村
の
ほ
か
、
次
の
内
容
が
盛
り
込
ま

れ
て
い
る
。

① 

農
地
転
用
許
可
制
度
等
を
基
準
に

従
っ
て
適
正
に
運
用
し
、
優
良
農
地

を
確
保
す
る
目
標
を
立
て
る
な
ど
の

要
件
を
満
た
し
て
い
る
と
し
て
、
農

林
水
産
大
臣
が
指
定
す
る
市
町
村

（
指
定
市
町
村
）
の
長
に
つ
い
て
は
、

都
道
府
県
知
事
と
同
様
の
権
限
を
有

す
る
も
の
と
し
て
、
農
地
転
用
に
係

る
事
務
・
権
限
を
移
譲
す
る
こ
と
。

② 

併
せ
て
、
農
用
地
区
域
内
に
お
け
る

開
発
許
可
（
農
振
法
15
条
の
2
）
に

係
る
事
務
・
権
限
に
つ
い
て
も
、
指

定
市
町
村
に
移
譲
す
る
こ
と
。

③ 

①
及
び
②
の
権
限
移
譲
に
当
た
っ
て

は
、
国
と
地
方
の
意
見
交
換
等
の
結

果
も
踏
ま
え
、
必
要
に
応
じ
農
地
転

用
許
可
に
係
る
基
準
の
明
確
化
等
を

図
る
と
と
も
に
、
農
地
転
用
許
可
等

に
係
る
事
例
集
を
作
成
す
る
な
ど
地

方
公
共
団
体
に
お
け
る
農
地
転
用
許

可
制
度
等
の
適
正
な
運
用
の
確
保
に

資
す
る
よ
う
必
要
な
支
援
を
行
う
も

の
と
す
る
こ
と
。

⑶
改
革
の
背
景

農
地
制
度
の
あ
り
方
を
め
ぐ
っ
て
は
、

地
方
六
団
体
の
地
方
分
権
改
革
推
進
本
部

に
平
成
26
年
2
月
「
農
地
制
度
の
あ
り
方

に
関
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
（
Ｐ

Ｔ
）」
を
設
置
し
検
討
を
進
め
て
き
た
（
座

長
：
鈴
木
英
敬
三
重
県
知
事
、
本
会
か
ら

は
白
石
勝
也
副
会
長（
愛
媛
県
松
前
町
長
）

と
杉
本
博
文
経
済
農
林
委
員
長
（
福
井
県

池
田
町
長
）
が
参
画
）。

Ｐ
Ｔ
の
議
論
を
経
て
六
団
体
は
平
成
26

年
8
月
に
、
農
地
制
度
の
課
題
と
し
て
①

総
量
確
保
の
目
標
と
現
実
の
乖
離
、
②
総

量
確
保
の
目
標
設
定
プ
ロ
セ
ス
の
課
題
、

③
個
々
の
農
地
の
多
様
性
へ
の
配
慮
の
必

要
性
な
ど
を
指
摘
し
、
国
と
地
方
の
協
力

に
よ
る
農
地
の
総
量
確
保
と
農
地
転
用
許

可
権
限
の
地
方
へ
の
移
譲
な
ど
を
内
容
と

す
る
提
案
書
を
ま
と
め
た
（
国
の
提
案
募

集
制
度
に
お
い
て
も
同
内
容
を
提
案
）。

今
回
の
分
権
改
革
に
お
い
て
、
農
地
の

総
量
確
保
の
た
め
の
仕
組
み
に
つ
い
て

は
、
概
ね
六
団
体
の
提
案
に
沿
っ
た
内
容

と
な
っ
た
。
一
方
、
農
地
転
用
許
可
権
限

の
移
譲
に
つ
い
て
は
、
六
団
体
提
案
が
市

町
村
へ
の
移
譲
と
し
て
い
た
の
に
対
し
、

政
府
の
改
革
案
は
都
道
府
県
へ
の
移
譲
に

と
ど
ま
っ
た
。
た
だ
し
、
一
定
の
要
件
の

も
と
で
農
林
水
産
大
臣
に
よ
る
「
指
定
市

町
村
」
へ
の
移
譲
が
法
案
に
盛
り
込
ま
れ

て
お
り
、
今
後
の
焦
点
は
、
指
定
市
町
村

の
中
身
を
め
ぐ
る
議
論
へ
と
移
る
こ
と
に

な
る
。

（
な
お
、
今
回
の
農
地
転
用
許
可
権
限

の
移
譲
に
つ
い
て
は
、
許
可
権
限
の
主
体

が
移
る
も
の
で
あ
り
、
転
用
許
可
基
準
の

緩
和
が
予
定
さ
れ
て
い
る
も
の
で
は
な
い

こ
と
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
）

ま
た
、農
地
の
総
量
確
保
に
つ
い
て
も
、

国
と
都
道
府
県
・
市
・
町
村
の
協
議
の
場

に
お
い
て
、
実
効
性
の
あ
る
目
標
管
理
の

仕
組
み
の
構
築
に
向
け
た
議
論
が
行
わ
れ

る
こ
と
と
な
る
。

平成27年 4 月13日　4第2916号

■図２　農地転用許可権限の移譲について（農地法４条及び５条関連）
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は
じ
め
に

　

長
泉
町
が
子
育
て
の
町
と
し
て
全
国
的
に

知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
日
本
の
総

人
口
が
マ
イ
ナ
ス
に
転
じ
る
中
で
、
人
口
を

増
や
し
続
け
て
い
る
自
治
体
が
あ
る
と
話
題

に
な
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
し
た
。

　

特
に
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
以
降
の
金
融

不
況
で
全
国
的
に
地
価
が
下
落
す
る
中
で
、

平
成
22
年
3
月
に
国
土
交
通
省
が
発
表
し
た

公
示
価
格
に
お
い
て
、
地
価
公
示
価
格
が
上

昇
し
た
の
が
7
地
点
、
そ
の
う
ち
の
2
地
点

が
当
町
で
あ
っ
た
こ
と
が
新
聞
や
週
刊
誌
、

テ
レ
ビ
な
ど
に
取
り
上
げ
ら
れ
、「
少
子
化

を
克
服
し
た　

奇
跡
の
自
治
体
」、「
子
育
て

す
る
な
ら
長
泉
」
な
ど
の
見
出
し
と
と
も
に

町
が
実
施
し
て
い
る
〝
子
育
て
支
援
策
〞
が

全
国
に
紹
介
さ
れ
た
こ
と
で
「
長
泉
町
は
産

み
育
て
や
す
い
町
」と
の
評
判
を
い
た
だ
き
、

さ
ら
に
多
く
に
子
育
て
世
代
の
転
入
者
増
に

つ
な
が
り
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

長
泉
町
の
概
要

　

長
泉
町
は
、
静
岡
県
の
東
部
に
位
置
し
、

北
に
世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
霊
峰
富

士
、
南
に
駿
河
湾
を
望
み
沼
津
市
、
三
島
市
、

裾
野
市
、
清
水
町
に
隣
接
し
て
い
ま
す
。
町

の
面
積
は
26
・
63
㎢
と
小
さ
な
町
で
す
が
、

平
成
26
年
4
月
1
日
現
在
の
人
口
は
4
2
、

1
4
9
人
、
世
帯
数
は
1
7
、
2
2
8
世
帯

静岡県

Ｎ
長泉町

現地レポート 町村独自のまちづくり

「
生
み
育
て
や
す
い
町
」長な

が

泉い
ず
み

町ち
ょ
う

静
岡
県

〜
ニ
コ
ニ
コ
の
ま
ち
の
子
育
て
支
援
施
策
〜
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と
県
内
で
は
最
も
人
口
が
多
い
町
で
す
。

　

予
算
規
模
は
、
平
成
26
年
度
当
初
予
算
額

で
特
別
会
計
、
公
営
企
業
会
計
を
合
わ
せ
た

総
額
は
2
2
2
億
3
、
8
4
8
万
円
、
う
ち

一
般
会
計
は
1
3
5
億
7
千
万
円
、
自
主
財

源
比
率
は
78
・
2
％
、
平
成
26
年
度
の
財
政

力
指
数
（
3
年
平
均
）
は
、
1
・
23
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
25
年
度
決
算
に
よ

る
経
常
収
支
比
率
は
70
・
9
％
で
し
た
。

　

長
泉
町
は
、
豊
か
な
自
然
と
広
域
交
通
網

に
恵
ま
れ
た
町
で
す
。
鉄
道
関
係
で
は
、
JR

御
殿
場
線
の
下
土
狩
駅
と
長
泉
な
め
り
駅
が

あ
り
、
ま
た
、
JR
東
海
道
線
や
東
海
道
新
幹

線
の
三
島
駅
に
近
接
、
三
島
駅
は
町
の
市
街

地
か
ら
車
で
5
分
の
距
離
に
位
置
し
、
都
内

の
品
川
駅
ま
で
は
新
幹
線
で
最
速
35
分
で
行

く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

道
路
関
係
で
は
、
国
道
1
号
、
2
4
6
号
、

東
駿
河
湾
環
状
道
路
や
日
本
の
大
動
脈
で
あ

る
東
名
高
速
道
路
、
新
東
名
高
速
道
路
等
が

町
内
を
通
過
し
、
特
に
新
東
名
高
速
道
路
に

は
長
泉
沼
津
IC
が
町
内
に
設
置
さ
れ
、
IC
周

辺
を
取
り
巻
く
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
が
展
開

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
当
町
は
東

海
道
の
幹
線
交
通
網
が
集
結
さ
れ
交
通
ア
ク

セ
ス
の
利
便
性
に
大
変
優
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
豊
富
な
地
下
水
に
恵
ま
れ
多
く
の

企
業
が
進
出
し
、
現
在
、
町
内
に
は
4
つ
の

工
業
団
地
が
あ
り
ま
す
。
平
成
14
年
に
は
、

県
立
静
岡
が
ん
セ
ン
タ
ー
が
開
院
し
、
こ
れ

を
機
に
静
岡
県
が
進
め
る
フ
ァ
ル
マ
バ
レ
ー

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
端
を
担
う
こ
と
に
な

り
、
医
療
関
連
産
業
の
集
積
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
長
泉
沼
津
IC
周
辺
で
は
県
が
進

め
る
内
陸
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
構
想
の
物
流
関
連

産
業
の
集
積
を
図
り
、
一
層
の
企
業
進
出
を

進
め
て
い
ま
す
。

高
い
合
計
特
殊
出
生
率

　

子
ど
も
が
減
り
地
域
の
活
力
が
衰
退
す
る

と
い
う
危
機
感
が
全
国
で
広
ま
る
中
で
、
当

町
の
合
計
特
殊
出
生
率
は
、
平
成
7
年
以
降

全
国
平
均
を
上
回
り
、
平
成
25
年
の
合
計
特

殊
出
生
率
は
、
全
国
平
均
の
1
・
43
を
大
き

く
上
回
る
1
・
85
と
静
岡
県
下
で
最
も
高
い

数
値
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
静
岡
県
が
発
表
し
た
2
0
4
0
年

（
平
成
52
年
）
の
将
来
推
計
人
口
で
は
、
県

内
で
は
当
町
だ
け
が
人
口
増
と
な
る
等
、
今

後
も
人
口
増
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
長

泉
町
は
、
過
疎
化
対
策
や
少
子
化
対
策
を
第

一
に
施
策
を
進
め
て
き
た
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
安
定
し
た
財
政
基
盤
を
築
く
た
め
、

早
く
か
ら
企
業
誘
致
活
動
に
取
り
組
み
、
交

通
の
利
便
性
を
活
か
し
た
町
づ
く
り
を
進
め

た
結
果
、
転
入
者
が
増
加
し
、
特
に
若
い
世

代
の
転
入
者
が
増
え
る
こ
と
で
出
生
数
が
伸

び
、
人
口
増
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
企
業
進
出
や
人
口
の
増
加

に
よ
り
町
の
財
政
基
盤
は
よ
り
強
固
な
も
の

と
な
り
、
恵
ま
れ
た
財
政
力
を
背
景
に
住
民

目
線
で
取
り
組
ん
で
き
た
様
々
な
子
育
て
支

援
施
策
が
町
の
持
続
的
な
発
展
に
つ
な
が
っ

て
い
ま
す
。

住
民
側
に
立
っ
た
組
織
づ
く
り
、

「
こ
ど
も
育
成
課
」
の
誕
生

　

長
泉
町
で
は
、
平
成
12
年
に
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
を
受
け
る
住
民
の
目
線
に
立
っ
た

機
構
改
革
を
行
い
、〝
子
ど
も
を
い
か
に
健

全
に
育
て
る
か
〞
に
重
点
を
置
き
、
こ
ど
も

の
誕
生
か
ら
中
学
校
卒
業
ま
で
子
ど
も
に
関

す
る
業
務
を
一
本
化
さ
せ
た
「
こ
ど
も
育
成

課
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

保
育
園
は
厚
生
省
（
現
：
厚
生
労
働
省
）、

幼
稚
園
は
文
部
省
（
現
：
文
部
科
学
省
）
と
、

国
の
縦
割
り
行
政
の
規
制
を
取
り
払
い
、
事

務
を
一
本
化
し
た
結
果
、
①
窓
口
の
一
本
化

に
伴
う
利
便
性
の
向
上
、
②
児
童
福
祉
と
幼

児
教
育
、
学
校
教
育
な
ど
の
子
育
て
に
関
す

る
課
題
の
共
有
化
、
③
幼
児
教
育
の
充
実
、

④
幼
稚
園
教
諭
、
保
育
園
保
育
士
の
適
正
配

置
な
ど
職
員
の
有
効
活
用
、
⑤
効
率
的
な
施

設
整
備
な
ど
が
図
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　

今
で
こ
そ
珍
し
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
当
時
と
し
て
は
先
進
的
な
取
組
み
で
あ

り
、
町
民
か
ら
の
期
待
も
大
き
く
、
町
の
子

育
て
支
援
へ
の
取
組
み
が
評
価
さ
れ
ま
し

た
。長

泉
町
の
子
育
て
支
援
策

　

現
在
、
町
内
に
は
私
立
園
を
含
め
認
可
保

育
園
、
幼
稚
園
が
と
も
に
6
園
、
町
立
小
学

校
3
校
、
町
立
中
学
校
が
2
校
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
児
童
館
の
ほ
か
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
は
3
箇
所
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
は
各

小
学
校
に
2
施
設
の
計
6
箇
所
あ
り
ま
す
。

10
年
前
と
比
較
し
た
平
成
26
年
度
の
人
口
と

15
歳
未
満
の
子
ど
も
の
増
減
比
率
は
、
人
口

が
1
1
2
・
0
％
に
対
し
、
15
歳
未
満
の
こ

0䡚14ṓ ⥲ே口 ྜィ≉Ṧ出生⋡

ே口䚸年㱋ูே口䚸ྜィ≉Ṧ出生⋡

5737
5865

5698
6069

6201
6251

6326
6428

6528
6633

6832
6950

7050
7055

36073
36611

37301
37626

38108
38434

39192
39372

39382
40547

40858
41879

41912
42149

1.74
1.68

1.68
1.73

1.53

1.681.78
1.84

1.81

1.7 1.81

1.99

1.85

0

0.5

1
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2

2.5

0
5000
10000
15000
20000
25000
30000
35000
40000
45000

䜾䝷䝣䝍䜲䝖䝹

㻞㻢
年
度

㻞㻡
年
度

㻞㻠
年
度

㻞㻟
年
度

㻞㻞
年
度

㻞㻝
年
度

㻞㻜
年
度

㻝㻥
年
度

㻝㻤
年
度

㻝㻣
年
度

㻝㻢
年
度

㻝㻡
年
度

㻝㻠
年
度

㻝㻟
年
度

○ 子育て支援体制の整備
こども育成課の設置

出生から中学校卒業までの行政窓口
の一本化（平成12年度機構改革より）

学校教育
幼稚園６（公立５、私立１）

小学校３、中学校２
児童福祉

保育園６（公立２、私立４）

子育て支援センター３
放課後児童会６
児童館１

こども育成課
（教育委員会内）
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ど
も
の
数
は
1
1
6
・
2
％
と
な
っ
て
お
り
、

総
人
口
よ
り
も
子
ど
も
の
増
加
率
が
高
い
こ

と
が
伺
え
ま
す
。

　

町
で
は
、
様
々
な
子
育
て
支
援
策
を
実
施

し
て
き
ま
し
た
が
、
そ
の
中
で
、
子
育
て
世

帯
に
好
評
な
施
策
に
つ
い
て
い
く
つ
か
ご
紹

介
し
ま
す
。

☆
中
学
３
年
生
ま
で
の
医
療
費
を
無
料
化

　

長
泉
町
で
は
、
平
成
3
年
度
か
ら
こ
ど
も

医
療
費
の
一
部
助
成
に
取
り
組
み
、
平
成
19

年
度
に
小
学
校
3
年
生
ま
で
、
平
成
21
年
度

に
は
中
学
校
3
年
生
ま
で
医
療
費
を
完
全
無

料
化
し
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

県
内
の
医
療
機
関
に
か
か
っ
た
場
合
、
受

給
者
証
を
窓
口
で
提
出
す
れ
ば
自
己
負
担
が

無
く
な
る
「
現
物
給
付
」
方
式
を
導
入
し
、

保
護
者
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
り
ま
し

た
。
県
外
の
医
療
機
関
や
受
給
者
証
の
提
示

を
忘
れ
て
し
ま
っ
た
場
合
は
、
窓
口
で
自
己

負
担
分
を
一
旦
負
担
し
、
後
日
、
こ
ど
も
育

成
課
に
申
請
す
る
こ
と
に
よ
り
、
医
療
費
が

無
料
に
な
り
ま
す
。

　

医
療
費
の
無
料
化
を
実
施
し
て
い
る
自
治

体
は
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
窓
口
で
の
支

払
い
を
必
要
と
し
な
い
方
式
を
導
入
し
た
こ

と
で
保
護
者
か
ら
好
評
を
得
て
い
ま
す
。

☆
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　

平
成
11
年
度
に
未
就
園
の
子
育
て
家
庭
を

支
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
を
町
立
保
育
園
に
併
設
し
て
以
来
、

現
在
ま
で
に
町
内
3
箇
所
に
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
未
就
園
児
の

遊
び
場
や
保
護
者
の
情
報
交
換
の
場
と
し
て

多
く
の
利
用
が
あ
り
、
ま
た
3
箇
所
の
支
援

セ
ン
タ
ー
の
周
知
を
兼
ね
た
「
子
育
て
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
毎
年
開
催
し
て
お
り
、
子

育
て
マ
マ
等
の
交
流
の
場
と
し
て
大
い
に
賑

わ
い
を
博
し
て
い
ま
す
。

☆ 

第
３
子
以
降
保
育
料
の
無
料
化
、第
２
子
同

時
通
園
に
係
る
幼
稚
園
保
育
料
の
無
料
化

　

多
子
世
帯
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
し
、
子

育
て
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
の
推
進
を
図
る

た
め
、
平
成
22
年
度
か
ら
保
育
園
や
幼
稚
園

に
通
園
す
る
第
3
子
以
降
の
保
育
料
を
無
料

化
又
は
助
成
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
平
成

26
年
度
か
ら
幼
稚
園
に
同
時
通
園
す
る
第
2

子
の
保
育
料
に
つ
い
て
も
町
立
幼
稚
園
に
つ

い
て
は
無
料
と
し
、
私
立
幼
稚
園
に
つ
い
て

は
町
立
幼
稚
園
保
育
料
相
当
額
を
助
成
し
て

い
ま
す
。

☆
待
機
児
童
を
生
じ
さ
せ
な
い
た
め
に

　

保
育
需
要
の
増
大
か
ら
、
以
前
よ
り
保
育

園
定
員
数
の
拡
充
を
図
っ
て
き
ま
し
た
が
、

近
年
の
更
な
る
児
童
数
と
就
労
世
帯
数
の
増

加
に
伴
い
、
平
成
25
年
度
に
町
内
で
4
園
目

と
な
る
私
立
保
育
園
を
開
園
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
認
可
保
育
園
の
受
け
入

れ
可
能
人
数
以
上
に
保
育
ニ
ー
ズ
が
増
加
し

て
い
る
た
め
、
町
で
は
町
内
に
3
箇
所
あ
る

認
可
外
保
育
施
設
の
利
用
者
に
対
し
て
も
、

町
で
定
め
る
保
育
料
と
の
差
額
を
補
助
す
る

制
度
を
平
成
22
年
度
か
ら
実
施
し
、
待
機
児

童
を
生
じ
さ
せ
な
い
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

☆
地
域
の
子
ど
も
は
地
域
で
育
て
る

　

当
町
で
は
、
地
域
社
会
が
持
つ
教
育
力
を

高
め
る
た
め
、
学
校
、
家
庭
、
地
域
の
連
携

に
よ
る
教
育
支
援
活
動
事
業
と
し
て
、「
学

校
支
援
地
域
本
部
事
業
」、「
放
課
後
子
ど
も

教
室
事
業
（
の
び
の
び
ス
マ
イ
ル
）」、「
通

学
合
宿
（
わ
ん
ぱ
く
通
学
合
宿
）」
を
積
極

△ 

保
育
園
運
動
会
風
景
（
町
立
竹
原
幼
稚
園
）

△ 

「
ひ
な
げ
し
」
放
課
後
児
童
会
（
長
小
校
区
）

△
 

「
み
か
ん
ち
ゃ
ん
」
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

（
町
立
竹
原
保
険
内
）

△
 

子
育
て
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
2
0
1
4
の
様
子
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的
に
進
め
て
い
ま
す
。
中
で
も
、
の
び
の
び

ス
マ
イ
ル
事
業
は
、
多
く
の
自
然
が
残
る
当

町
に
お
い
て
も
外
遊
び
の
機
会
が
減
少
し
、

異
年
齢
交
流
の
機
会
も
減
少
し
て
い
る
こ
と

も
あ
り
、
毎
週
水
曜
日
に
3
小
学
校
で
行
わ

れ
て
い
る
放
課
後
子
ど
も
教
室
を
楽
し
み
に

し
て
い
る
児
童
も
多
く
、
保
護
者
か
ら
も
好

評
を
得
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
に
、
学
校
関
係
で
は
、
平
成
15

年
度
か
ら
小
学
1
・
2
年
生
ク
ラ
ス
へ
の
生

活
支
援
員
の
配
置
を
は
じ
め
、
少
人
数
指
導

員
や
特
別
教
育
支
援
員
な
ど
小
・
中
学
校
に

各
種
支
援
員
等
を
配
置
し
、
き
め
細
や
か
な

教
育
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
平
成

23
年
度
に
小
・
中
学
校
の
全
普
通
教
室
に
空

調
機
を
設
置
し
た
ほ
か
、
平
成
26
年
度
に
は

す
べ
て
の
町
立
幼
稚
園
に
も
空
調
機
を
設
置

す
る
等
、
教
育
・
保
育
の
環
境
整
備
を
図
り

ま
し
た
。
そ
の
他
に
も
、
こ
の
6
年
間
に
町

立
小
中
学
校
5
校
の
内
、
4
校
の
校
舎
を
増

築
し
、
増
え
る
児
童
生
徒
を
受
け
入
れ
る
た

め
教
育
環
境
の
整
備
を
図
り
ま
し
た
。

新
た
な
情
報
発
信

☆ 

町
内
在
住
の
子
育
て
マ
マ
が
町
の
魅
力
を

世
界
へ
発
信

　

タ
ウ
ン
セ
ー
ル
ス
事
業
と
し
て
「
子
育
て

す
る
な
ら
長
泉
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
活
用

し
た
、
町
の
情
報
を
発
信
す
る
事
業
が
始

ま
っ
て
い
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
が
広
が
る
中
、
ブ

ロ
グ
や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
マ
マ
さ
ん
に
よ

る
、
マ
マ
さ
ん
の
た
め
の
情
報
を
発
信
し
よ

う
と
、
町
内
在
住
の
子
育
て
マ
マ
さ
ん
た
ち

が
〝
ラ
イ
タ
ー
〞
と
な
る
、
名
づ
け
て
「
マ

マ
ラ
ッ
チ
」
を
結
成
し
ま
し
た
。
マ
マ
友
、

子
育
て
サ
ー
ク
ル
等
の
子
育
て
世
代
に
向
け

た
情
報
の
発
信
を
は
じ
め
、
町
の
商
工
業
の

活
性
、
観
光
推
進
、
に
ぎ
わ
い
の
創
出
な
ど

に
繋
げ
て
い
き
ま
す
。

☆
ニ
コ
ニ
コ
の
ま
ち
づ
く
り

　

長
泉
町
で
は
、「
元
気
で
明
る
い

町
」を
目
指
す
イ
メ
ー
ジ
作
り
に「
ニ

コ
ニ
コ
」
を
活
用
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
、町
内
在
住
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
が
、

「
長
泉
町
は
こ
ど
も
が
多
く
て
若
さ

に
溢
れ
て
い
る
の
が
何
よ
り
も
い

い
。
笑
顔
が
広
が
る
町
を
全
国
に
ア

ピ
ー
ル
し
た
い
」
と
考
案
し
た
作
品

で
す
。

　

こ
ど
も
た
ち
を
は
じ
め
、
す
べ
て
の
町
民

の
笑
顔
（
ニ
コ
ニ
コ
）
が
あ
ふ
れ
る
町
、
そ

ん
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。（
職

員
も
率
先
垂
範
で
勤
務
中
も
ニ
コ
ニ
コ
で

す
！
）今

後
の
課
題

　

平
成
24
年
に
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
」

な
ど
3
つ
の
法
律
が
成
立
し
、
平
成
27
年
4

月
か
ら
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
」

が
施
行
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
新
制

度
で
は
〝
子
ど
も
子
育
て
支
援
事
業
計
画
〞

を
策
定
し
、
質
の
高
い
幼
児
期
の
教
育
・
保

育
の
提
供
、
家
庭
や
地
域
で
の
子
育
て
力
の

向
上
、
待
機
児
童
の
解
消
等
に
取
り
組
ん
で

い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
町
で
は
、
新
制
度

が
目
指
す
子
育
て
支
援
施
策
に
こ
れ
ま
で
も

保
育
園
の
新
設
や
小
・
中
学
校
の
校
舎
増
築

等
、「
子
育
て
環
境
」
の
改
善
に
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

就
労
し
た
く
て
も
子
ど
も
を
預
け
る
施
設

が
な
い
、
職
場
に
理
解
が
な
く
仕
事
と
子
育

て
の
両
立
が
難
し
い
、
子
育
て
に
関
す
る
相

談
を
し
た
い
け
れ
ど
身
近
に
知
り
合
い
が
い

な
い
、
子
ど
も
は
欲
し
い
が
経
済
的
に
難
し

い
、
子
ど
も
が
病
気
に
な
っ
た
と
き
の
病
院

探
し
、
公
園
な
ど
の
遊
び
場
な
ど
、
子
育
て

の
環
境
と
一
言
で
い
っ
て
も
、
そ
の
幅
は
広

く
、
行
政
だ
け
で
な
く
社
会
全
体
で
子
育
て

環
境
の
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

ま
と
め

　

長
泉
町
は
、
第
4
次
長
泉
町
総
合
計
画
に

掲
げ
た
町
の
将
来
都
市
像
で
あ
る
「
自
然
と

都
市
の
共
生　

人
と
ま
ち
の
健
康
創
出　

い

き
い
き
長
泉
」
の
実
現
に
向
け
、「
健
康
づ

く
り
」「
環
境
対
策
」「
高
齢
者
支
援
」「
子

育
て
支
援
」
を
4
つ
の
重
点
項
目
と
し
て
、

誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
町
の
活
力
や
発
展
を
支
え
て

い
く
た
め
に
子
育
て
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り

を
総
合
的
に
推
進
し
て
い
く
と
と
も
に
、
住

み
た
い
町
か
ら
住
み
続
け
た
い
町
へ
、
子
育

て
し
て
い
る
保
護
者
や
関
係
者
の
方
々
の
声

を
聞
き
な
が
ら
住
民
目
線
で
の
子
育
て
支
援

策
を
展
開
し
、〝
だ
れ
も
が
暮
ら
し
や
す
い

活
力
の
あ
る
ま
ち
〞を
一
層
実
感
で
き
る〝
笑

顔
が
あ
ふ
れ
る
ニ
コ
ニ
コ
の
ま
ち
づ
く
り
〞

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

 

長
泉
町　

こ
ど
も
育
成
課

△ 

空
調
機
（
エ
ア
コ
ン
）
の
付
い
た
教
室
（
南
幼

稚
園
）

△ 

マ
マ
ラ
ッ
チ
（
マ
マ
ラ
イ
タ
ー
）
任
命
式

△
 

ニ
コ
ニ
コ
の
町
づ
く
り　

シ
ン
ボ
ル
タ
ワ
ー
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都道府県 町 村 町村計 市 計 都道府県 町 村 町村計 市 計 都道府県 町 村 町村計 市 計

北 海 道 129 15 144 35 179 富 山 県 4 1 5 10 15 岡 山 県 10 2 12 15 27

青 森 県 22 8 30 10 40 石 川 県 8 0 8 11 19 広 島 県 9 0 9 14 23

岩 手 県 15 4 19 14 33 福 井 県 8 0 8 9 17 山 口 県 6 0 6 13 19

宮 城 県 21 1 22 13 35 長 野 県 23 35 58 19 77 徳 島 県 15 1 16 8 24

秋 田 県 9 3 12 13 25 岐 阜 県 19 2 21 21 42 香 川 県 9 0 9 8 17

山 形 県 19 3 22 13 35 静 岡 県 12 0 12 23 35 愛 媛 県 9 0 9 11 20

福 島 県 31 15 46 13 59 愛 知 県 14 2 16 38 54 高 知 県 17 6 23 11 34

茨 城 県 10 2 12 32 44 三 重 県 15 0 15 14 29 福 岡 県 30 2 32 28 60

栃 木 県 11 0 11 14 25 滋 賀 県 6 0 6 13 19 佐 賀 県 10 0 10 10 20

群 馬 県 15 8 23 12 35 京 都 府 10 1 11 15 26 長 崎 県 8 0 8 13 21

埼 玉 県 22 1 23 40 63 大 阪 府 9 1 10 33 43 熊 本 県 23 8 31 14 45

千 葉 県 16 1 17 37 54 兵 庫 県 12 0 12 29 41 大 分 県 3 1 4 14 18

東 京 都 5 8 13 26 39 奈 良 県 15 12 27 12 39 宮 崎 県 14 3 17 9 26

神奈川県 13 1 14 19 33 和歌山県 20 1 21 9 30 鹿児島県 20 4 24 19 43

山 梨 県 8 6 14 13 27 鳥 取 県 14 1 15 4 19 沖 縄 県 11 19 30 11 41

新 潟 県 6 4 10 20 30 島 根 県 10 1 11 8 19 合 　 計 745 183 928 790 1,718

都道府県別市町村数
（平成27年4月1日現在）
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情 報

Phone. 03(3581)0483　 Fax.03(3580)5955行
 
政
 
部

地方創生、地方自治、社会保障、教育等の政務調査
○総務省・厚生労働省・文部科学省・内閣府等

全 国 町 村 会 組 織 図

会
　
長 副会長 監

　
事 政務調査委員

Phone. 03(3581)0482　 Fax.03(3580)0527総
 
務
 
部

会議、表彰、研修、人事、給与、予算、出納経理、決算及び財産の管理、文書管理

Phone. 03(3581)0486　 Fax.03(3580)5955広
 
報
 
部

町村週報、ホームページ、その他の広報活動

Phone. 03(3581)0476　 Fax.03(3580)0457保
 
険
 
部

団体生命共済・任意共済保険・総合賠償補償保険・個人年金共済

法務支援室 町村の条例制定への支援、法務に関する
各種情報の提供・相談・研修会の開催

事
務
総
長

次

　長

全国町村会理事（47都道府県町村会長）

全国町村会館・フロント 03(3581)0471 

一般財団法人
　
全国自治協会（災害共済事業・全国町村会館の管理・運営）

全
 
国
 
町
 
村
 
職
 
員
 
生
 
活
 
協
 
同
 
組
 
合

全
 
国
 
町
 
村
 
会 〒100-0014　東京都千代田区永田町1丁目11番35号

Phone. 03(3581)0484　 Fax.03(3580)5955財
 
政
 
部

地方財政、地方税制、社会資本整備、地域振興、環境等の政務調査
○総務省（財政・税制関係）・国土交通省・環境省等

Phone. 03(3581)0485　 Fax.03(3580)5955経済農林部
農林漁業・商工業・経済等の政務調査
○農林水産省・経済産業省等

お電話の際には、車検証をお手元にご用意ください

●「車両共済（保険)制度」は、全国町村職員生活協同組合と損害保険ジャパン日本興亜株式会社とが集団扱契約を締結し、実施しているものです。
●集団扱としてご契約いただけるのは、保険契約者および被保険者が損保ジャパン日本興亜の定める条件を満たす場合のみとなります。
　詳細については、取扱代理店（千里）までお問い合わせください。

●お見積りのご請求・お申し込み・お問い合わせなどは、下記までご連絡ください●

〈車両保険引受保険会社〉損害保険ジャパン日本興亜株式会社 「損害保険ジャパン日本興亜株式会社」は損保ジャパンと日本興亜損保が2014年９月１日に合併し誕生した会社です。

03-3519-73250120-731-087
（受付時間

  
月～金

  
午前9時30分～午後5時）

FAX

株式会社　千 里（取扱代理店）
〒100-0014  東京都千代田区永田町1-11-32  全国町村会館西館内
●ホームページアドレス　http://www.chisato-ag.co.jp

●お見積りのご請求・お申し込み・お問い合わせなどは

（受付時間
  
月～金

  
午前9時30分～午後5時）株式会社　千 里（取扱代理店）

〒100-0014 東京都千代田区永田町1 11 32  全国町村会館西館内

車両共済（保険）のご案内車両共済（保険）のご案内
この車両共済（保険）は、町村生協の自動車共済で補償する対人賠償、対物賠償、限定
搭乗者傷害等に加え「ご自身のおクルマの補償（車両保険）」を追加する制度です。
お車が衝突した場合や台風 ・ いたずら ・ 盗難など偶然な事故で損害を被ったときに、
共済（保険）金をお支払いします。

11　平成27年 4 月13日 第2916号
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随 想

随 想
　

鏡
野
町
は
岡
山
県
の
北
部
に
位
置
し
、

山
陽
地
方
と
山
陰
地
方
の
中
間
、
関
西
圏

と
広
島
県
の
中
間
に
位
置
し
、
古
く
か
ら

山
陰
、
山
陽
な
ど
の
主
要
都
市
を
結
ぶ
地

域
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

地
勢
は
、
鳥
取
県
と
の
県
境
を
な
す
中

国
山
地
南
面
傾
斜
地
や
平
坦
肥
沃
な
準
平

原
地
で
、
天
候
は
夏
冬
の
温
度
格
差
が
大

き
い
内
陸
型
気
候
で
、
面
積
4
1
9
・
6

8
㎢
、
人
口
約
1
万
4
千
人
の
町
で
す
。

　

平
成
の
大
合
併
の
う
ね
り
の
中
、
平
成

17
年
3
月
1
日
、
新
生
「
鏡
野
町
」
の
幕

が
開
か
れ
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
中
、
私

は
同
年
町
長
に
就
任
し
、
以
来
今
日
に
至

る
わ
け
で
す
が
、
今
振
り
返
り
ま
す
と
、

町
民
一
人
ひ
と
り
の
顔
に
豊
か
な
微
笑

と
、
そ
し
て
手
の
ひ
ら
に
大
き
な
希
望
を

も
っ
て
迎
え
た
2
町
2
村
の
合
併
は
、
県

下
で
も
最
悪
の
財
政
状
況
下
に
あ
る
現
実

に
直
面
し
、
そ
の
対
策
に
日
夜
奮
戦
す
る

日
々
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

　

人
員
の
削
減
か
ら
始
ま
り
、
数
多
く
の

事
務
事
業
の
見
直
し
に
係
る
調
整
や
関
係

地
区
へ
の
説
明
等
々
、
い
ま
だ
継
続
中
の

案
件
も
あ
り
ま
す
が
、
町
民
の
協
力
、
ま

た
職
員
の
努
力
に
よ
り
、
当
初
の
予
定
よ

り
も
早
く
目
標
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き

た
と
自
負
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
、
町
民
と
と
も
に
新
た
な
目
標

設
定
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ

で
す
が
、
そ
う
し
た
中
、
目
を
転
じ
れ
ば

我
が
町
は
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
、
四
季

折
々
に
様
々
な
景
色
を
映
し
、
そ
の
中
で

人
々
は
自
然
と
調
和
し
な
が
ら
、
そ
の
地

に
あ
っ
た
生
活
を
そ
れ
ぞ
れ
に
営
ん
で
い

ま
す
。

　

春
は
、
新
緑
の
中
に
広
が
る
美
田
と
清

流
に
遊
ぶ
稚
魚
の
群
れ
、
夏
、
涼
や
か
な

渓
流
と
爆
音
を
立
て
落
ち
る
滝
の
数
々
、

鮮
や
か
な
紅
葉
で
全
山
を
彩
る
秋
、
冬
、

静
か
な
湖
面
に
し
ん
し
ん
と
降
り
積
も
る

粉
雪
と
温
泉
の
湯
け
む
り
、
そ
し
て
厳
し

い
自
然
と
と
も
に
生
き
て
い
る
優
し
い

人
々
の
笑
顔
。

　

4
町
村
が
一
つ
と
な
り
ま
し
た
が
南
部

は
晴
天
で
も
北
部
は
大
雪
に
見
舞
わ
れ
て

い
る
と
い
う
よ
う
に
気
象
条
件
が
大
き
く

違
い
、
習
慣
や
風
土
は
様
々
で
あ
り
、
地

域
の
住
民
が
必
要
と
し
て
い
る
も
の
や
要

望
に
も
差
が
あ
り
ま
す
。こ
の
た
め
融
和
、

一
体
感
の
醸
成
を
図
り
な
が
ら
、
4
地
域

の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
ま
ち
づ
く
り
を
目

指
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
こ
れ
ら
の
解
消
と
と

も
に
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
へ
向
け
て
の
意

識
高
揚
の
た
め
に
「
未
来
・
希
望
基
金
」

を
創
設
し
、
地
域
住
民
自
ら
の
知
恵
に

よ
っ
て
地
域
に
活
力
を
も
た
ら
し
、
未
来

に
希
望
が
も
て
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
的
に

事
業
募
集
を
行
い
ま
し
た
。

　

初
年
度
に
は
、12
地
域
（
旧
町
村
単
位
）

全
て
が
様
々
な
事
業
を
計
画
し
、
現
在
、

住
民
自
ら
の
手
に
よ
っ
て
地
域
の
課
題
に

向
け
た
各
種
事
業
が
展
開
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

本
基
金
事
業
は
、
5
年
間
を
目
途
と
し

て
創
設
し
た
も
の
で
す
が
、
現
在
2
期
目

と
し
て
事
業
を
継
続
し
て
い
ま
す
。
折
し

も
地
方
創
生
が
大
き
く
唱
え
ら
れ
、
地
方

が
考
え
、
実
行
し
て
、
成
果
を
出
し
て
い

く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
く
中
、
ま
さ
に

地
域
か
ら
提
案
さ
れ
る
地
方
版
創
生
事
業

と
考
え
ら
れ
、
今
後
に
お
い
て
も
、
地
域

に
定
着
し
、
住
民
福
祉
に
繋
が
る
よ
う

願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

　

さ
て
、
合
併
10
周
年
を
経
て
、
新
た
な

10
年
へ
の
ス
タ
ー
ト
を
切
る
に
あ
た
り
、

本
町
で
は
、
町
に
誇
り
を
持
ち
、
将
来
に

わ
た
っ
て
健
康
で
住
み
続
け
た
い
、
活
動

し
た
い
と
思
え
る
ま
ち
づ
く
り
を
一
層
推

進
す
る
た
め
、「
鏡
野
町
輝
く
ま
ち
づ
く

り
基
本
条
例
」
を
施
行
す
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。

　

人
間
が
生
き
て
い
く
た
め
の
生
活
水
準

の
維
持
は
当
然
必
要
で
す
が
、
そ
れ
以
上

に
必
要
な
も
の
が
我
が
鏡
野
町
に
は
脈
々

と
息
づ
い
て
お
り
、
そ
の
歴
史
と
伝
統
、

多
彩
な
地
域
文
化
は
こ
れ
か
ら
の
未
来
を

担
う
こ
ど
も
達
の
育
成
に
な
く
て
は
な
ら

な
い
も
の
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の「
森
と
い
で
湯
と
田
園
文
化
の
里
」

を
こ
ど
も
達
に
託
し
て
い
く
た
め
に
、
町

財
政
に
お
い
て
は
今
後
も
厳
し
い
状
況
が

続
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
町
民
の

皆
様
の
「
幸
せ
」
の
た
め
、
よ
り
一
層
の

財
政
健
全
化
、
そ
し
て
将
来
の
鏡
野
町
を

見
据
え
た
町
政
運
営
を
進
め
、
町
民
の
皆

様
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
、「
住
ん
で
良
か
っ

た
」
と
感
じ
ら
れ
る
「
ま
ち
づ
く
り
」
に

向
け
て
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

山や
ま

崎さ
き

　
親ち

か

男お

岡
山
県
鏡か

が

野み
の

町
長

合
併
10
年
を
顧
み
て

〜
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
〜


